
 

 

 

 

 

 

令和７年度を迎えて 

校長 木暮 恵一郎 

 

横川中学校は、昭和５５年に横川町住宅団地の建設に伴い誕生しました。当時の横川町一帯は、田や畑が一面に

広がりのどかな田園地帯でした。校章は、東京都と八王子市の木である銀杏の葉を配し、北浅川、城山川の岸辺に

姿を見せる白鷺の羽と横川の地名を象徴化して、未来にはばたく意味が込められています。 

 創立４６年目を迎えた歴史と伝統のある横川中は、今年度５１名の新１年生を迎え、全６クラス生徒数１48名での

スタートとなりました。学校の様子は、朝読書、朝学習で静かに始まり、授業規律がしっかり守られた中で、落ち着い

た授業が行われています。学力の向上、学校生活の充実を柱に、生徒たちが生き生きと輝き、一人一人の個性や能

力を生かす教育を教職員一同で、力を合わせて推進していきます。保護者の皆様の御支援、御協力をよろしくお願い

いたします。 

 

                                    学校経営計画（概要） 

１ 教育目標  ＊下線部は、今年度重点的に取り組み 

・ 

 

 

 

２ 目指す学校像 

 

 

 

 

 

３ 令度の重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊詳細は、令和７年度 学校経営計画参照（横川中学校ホームページ掲載） 

 

横川中だより 
地域運営学校 

令和７年度 第１号 

令和７年 ４月１８日 

TEL．０４２－６２４－３２６１ 
FAX．０４２－６２７－９４２５ 
URL．http://hachioji-school.ed.jp/ykkwj ＨＰアクセス用 

ＱＲコード 

○自主・自立 ：自分で考え、判断・決定・行動し、責任を取ろうとする力 

○協働・共生 ：違いを認め、他者を尊重し、人間関係を作り出す力 

○創造・挑戦 ：柔軟な発想で、新たな価値を生み出す力 

 

① 自ら学ぶ意欲を持ち、確かな学力が定着できる学校         

② 自他を尊重し、安全で楽しく、笑顔のあふれる学校  

③ 将来の夢の実現に向けて、生き生きと活動できる学校  

④ 家庭、地域と連携し、信頼され、開かれた学校 

① 教科指導の充実 

  少人数指導を効果的に進め、生徒の理解や習熟度に応じたきめ細かい指導の充実を図る。 

ＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹが提供する体験型英語学習を行う。 

② 基礎基本的な学習内容の定着 

学力調査結果、検定試験（英検、漢検等）を活用し、生徒一人一人の学力を把握する。放課後、長期

定期考査前、自主学習教室を実施する。 

③特別支援教育の充実 

特別な支援を必要とする生徒の実態を把握し、個に応じた教育を進める。 

  特別支援教育コーディネーターを中心に、巡回指導教員、巡回相談心理士との連携 

及び特別支援教室専門員を活用し、適切な支援を行う。 

 

〇 

 

http://hachioji-school.ed.jp/weblog/index-i.php?id=ykkwj

